
ジマ ス訴科試験

担当者技師 住藤直主

I 目的

青ポ泉において入手可能な民間各社の餌料製品の品質を把握するとともに.今後の品質向上に資

する。

E 試験内容及方 法

1.試験場所

青森県十和田市大字相拐、字白上

青森県水産試験場柑坂養魚場

2. 試験みj関

自昭おど10年 7月

至昭和 40年 11月

3. 試験池の条件
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4. 供試魚の種類

採卵地 青森県水産試験場相坂養魚場

伝 令 ニジマス日年魚{昭和 40年 2月採卵)

5 使用した餌料(順序不同) 単位 ¢ 

製品名 号数 製造年 片 粗蛋白質 粗肥肪 粗センイ 粗灰分]

ハイミール Jfo.5 

-----------~ I---~ よζ 三~ 
オリエンタノレ 瓜 2 昭和 40年 6月

48.5-
5.5-6.0 1. 7-2.1 

11.0-
51.0 1 2.日

マルエイ稚魚用イ号

-----------
48.0 5.6 0.4 1日.0

三菱ま す 5号 昭和 40年 6月 47.0 2.5 2.0 1 3.0 

臼 習E ノ路:3

----------
49.1 4.0 1.5 12.0 

(各社の保証成分表による)

6. 給 餌 方 法

(1)給餌時刻は午前?時と午後 3時の 1日2回

(2) 1回1試験区の給訴に要した時間は平均1日分.なお餌は手で投与.食いの悪い時も残さず

投与した。

- 185ー



(3) 給餌量の萎準 ;L号 itriLzの給餌率表による。

各期聞の給餌率(乾燥餌料)

¥一____1 2 五 4 5 

。-30ヨ間!日係 5?¢!日係 59%5.?%1 I 
31 - 60日間 I3.0 3.0 I 3.0 

ヤ一一一一

61 - 9日日間 I2.3 2.3 

91 - 1 1 3日間 1 1.8 1.8 2.3 

7‘ 判定方法

3 0日目毎に測定を行なった。

前臼は餌止めせず.測定当日のみ餌止めした。

体重以金尾数，体長はランダムに 2 0'丞測定。

姥死魚重責は直接摂IJ定。

8. 摂餌の状況

2.3 

1区 開始時上り約4 0日間悪かったが.その後持ち直し.後半は最良となる。

終了時の魚体は健康と事毘す。

2区 開始待より 1週間程悪かった。しかし七の後は普通~やや良に経過する。

終了時の魚体は健康と判定す。

ヨ区 開始時より良かったが.後半わずかながら落ちた。

終了時の魚体は健康と挙民す。

4区 開始時より最良で.後半になってJ魚の動きがにぷい。しかし摂餌は普通。

終了時の魚体は飽奈とは朝淀でき-九

5区 開始時より終了時まで普通~やや良で経過する。

終了時の魚体は健康と半!廷す。

E 試験結果

一一一一一一一 4 

開始時 1 00 100 I 100 1 00 

総尾 数 五日日 自 1 00 100 I 100 1 00 
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一一一一一一一一一一一| 1 I 2 I 
i 開始時|ーむよ一色J一一旦~_J__2ι上二三と

1 尾平130 日目， 9.1 I 9.6 I 9..'5' 9.1' 9.5 

均体長1"6日日 目 f 11. 3一丁一一行プIー-rir--411子一丁 1 1.4 

( cm ) I 90 日 目 1 1 3.1 J_ ~ 1 ~.6 I 1 2.6 I 1 1.3 I 1 2.1 

113 日目 I 1 4.3 I 1 4.1 I 1 3.7 I 12.4-~ 1 3.3 

日~ 30臼間'-4401-百 o ー下三百一Tヲ子o I 470一一
増 重 量131......60 川 690 1τ80 1'690一一i3石7 了5況了一

61-901/1.960 1 770 1 740. r-38if I 620 

( 9) 191--113 11 I 590 I 480 

会期間 I2，6 8 0 I 2，48 0 

率 I91"'113 "' 0.471 0.3861 
全期間 I 0.71 31 一五五T--o.5811

日~ 30日間 i o I 0 1 0 1 0 

第死尾数己と 60ニム-L-:T 0 ーL 0コごコ
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そ の 他 の 特 異事項

5区の舞死魚(9月1日)1屠が皮膚病と考えられたが.原因は不明で.その他の魚には皮膚病

らしきものが出ない で， E耳科からの発死とは考えられない。

次に餌料効率.増重量及ひ・平均体重を図に表すと次のとおりである。
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N 考 察

以上11 3日間の試験結果からみて.総体的に 4区を除いて 1，2， 3， 5区ともにあまり差は認めら

れないが， 1区のみが 90日目まで餌料効率が上昇している。また増重率も餌料効率に大凡比例し

ているが.そのうちで4屈の 91-113日聞の増重率が上位にあるということが注目される。

なお.今回の鉾料試験に使用した鋳料は全期間を通じ同一規格のものであるが.次回は各会社が

魚の大きさに対して指定している号数の1}iC.料を使用して試験を行なう予定である。
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